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B P2-066
(A1-03)

インジウムの需給バランスから見た太陽光パネルリサイクルの意義
◎高柳達（立命館大学），中島謙一（国立環境研究所），村上進亮（東京大学），橋本征二（立命館大学）

A P2-067
(A1-17)

包括的なリスク要因抽出に基づいた銅のサプライチェーンリスク解析
◎山﨑裕貴（東北大学），松八重一代（東北大学），中島謙一（国立環境研究所），村上進亮（東京大学），
長坂徹也（東北大学）

B P2-068
非金属鉱物を対象とした日本の環境効率の評価
◎田中大介（立命館大学），DENTESebastien M. R.（立命館大学），粟生木千佳（立命館大学大学院， 地
球環境戦略研究機関），橋本征二（立命館大学）

A P2-069 日本における白金族金属類二次埋蔵量評価
◎福谷大樹（立命館大学），橋本征二（立命館大学）

B P2-070 低炭素発電技術に使用される金属のクリティカリティ評価
◎宮本渉（立命館大学），橋本征二（立命館大学）

A P2-071
(A1-24)

動的MFAを用いた鉄鋼循環に伴うNi およびCr の散逸削減可能性の推算
◎武山健太郎（東北大学），大野肇（東北大学），松八重一代（東北大学），中島謙一（国立環境研究所），
近藤康之（早稲田大学），長坂徹也（東北大学）

B P2-072
(A1-22)

日本における鉄鋼材中の不純物元素濃度の決定要因の解明
◎太田暁（東京大学大学院），醍醐市朗（東京大学大学院），後藤芳一（東京大学大学院）

A P2-073
(A1-23)

日本とオランダにおける鉄スクラップへの不純物元素混入源の比較
◎纐纈将太（東京大学），醍醐市朗（東京大学大学院），後藤芳一（東京大学大学院）

B P2-074
(A1-16)

責任あるニッケル資源利用に向けたサプライチェーンリスク要因解析
◎佐々木翔（東北大学），松八重一代（東北大学），中島謙一（国立環境研究所），村上進亮（東京大学），
長坂徹也（東北大学）

A P2-075 社会における物質の滞留時間を考慮した蓄積物質使用効率指標の提案
◎八柳有紗（立命館大学），谷川寛樹（名古屋大学），橋本征二（名古屋大学）

B P2-076
(A1-04)

半導体産業に着目した窒素のマテリアルフロー分析
◎片桐究（東北大学），松八重一代（東北大学），竹田修（東北大学），朱鴻民（東北大学），長坂徹也（東
北大学）

A P2-077
(B2-02)

金属材料の耐腐食性機能の定量評価手法の構築
◎吾妻優美（東京大学），醍醐市朗（東京大学），後藤芳一（東京大学）

B P2-078 発表キャンセル

A P2-079
(A2-03)

OECD加盟国内における都市品質と住民の生活満足度の関係
◎藤田省一郎（慶應義塾大学），伊香賀俊治（慶應義塾大学），村上周三（建築環境・省エネルギー機構），
川久保俊（法政大学），山崎潤也（慶應義塾大学），鈴木健太郎（慶應義塾大学）

B P2-080

地区別の人口動向を考慮した新築および既存住宅数と自治体による二酸化炭素排出量割合の違いの将来推
計
◎堀星至（東京大学大学院），石河正寛（国立環境研究所），松橋啓介（国立環境研究所），田崎智宏（国
立環境研究所）

A P2-081
(B3-01)

2050 年に向けた日本の産業のシナリオ検討
◎玄地裕（産業技術総合研究所），稲葉敦（工学院大学）

B P2-082
(A2-04)

持続可能な開発目標の理念に基づく新興国を対象とした都市品質格差の時系列評価
◎邉見隼人（慶應義塾大学），伊香賀俊治（慶應義塾大学），村上周三（建築環境・省エネルギー機構），
川久保俊（法政大学），山崎潤也（慶應義塾大学），藤田省一郎（慶應義塾大学）

A P2-083
(E3-04)

水銀排出による世界各国の健康影響評価
◎佐藤祐也（東京都市大学），小野雄也（東京大学），伊坪徳宏（東京都市大学）

B P2-084
超高齢社会の進展が自治体のごみ処理システムにおよぼす環境的影響の評価
神戸市でのケーススタディ
◎小田実紀（神戸大学），蔡佩宜（神戸大学），田畑智博（神戸大学），片桐恵子（神戸大学）

A P2-085
(E1-04)

高断熱住宅の普及に影響する地域特性を考慮した自治体の評価手法の提案
◎石戸拓朗（慶應義塾大学），伊香賀俊治（慶應義塾大学），川久保俊（法政大学），鈴木健太郎（慶應義
塾大学），山崎潤也（慶應義塾大学），大束開智（慶應義塾大学）
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B P2-086 低炭素型家庭ごみ処理システムの研究
◎出口明日香（工学院大学），稲葉敦（工学院大学），田中浩二（e.s.feed 株式会社）

A P2-087
都市規模やインフラ条件に応じて適用可能なエネルギー回収型廃棄物処理システムの評価フレームの構築
◎田代颯馬（和歌山大学），松田雄太郎（和歌山大学），中尾彰文（和歌山大学），山本祐吾（和歌山大学），
吉田登（和歌山大学），靏巻峰夫（和歌山工業高等専門学校）

B P2-088
(E2-08)

マイクログリッドによる CO2 削減効果から見た街区構成と生活スケジュールの評価
◎佐藤惇（東京大学大学院），栗栖聖（東京大学大学院），花木啓祐（東京大学大学院）

A P2-089
Scenarios of phosphorus flow from agriculture and domestic wastewater in Myanmar
◎ LwinCherry Myo（Ritsumeikan University），村上真理（Ritsumeikan University），MaungKyaw Nyunt 

（Ritsumeikan University），橋本征二（Ritsumeikan University）

B P2-090 南海トラフ巨大地震における災害廃棄物仮置場の検討
◎水谷一平（立命館大学），立尾浩一（日本環境衛生センター），橋本征二（立命館大学）

A P2-091
(D1-18)

人口減少社会における一般廃棄物処理施設のマネジメント
◎渡辺梓（立命館大学），橋本征二（立命館大学）

B P2-092
(D3-07)

東南アジアにおける家電製品の素材リサイクルによる TMR 削減ポテンシャル評価
◎山末英嗣（立命館大学），安永玲華（京都大学），JordiCravioto（立命館大学）

A P2-093
(D1-24)

災害廃棄物処理システムの環境的、経済的評価方法の開発
◎若林陽平（神戸大学）

B P2-094
(D1-19)

中国広東省における建築廃棄物の持続可能な管理に着目した廃棄物産業連関表の構築
◎董岩（東北大学），松八重一代（東北大学）

A P2-095
(D1-16)

Development of municipal solid waste collection system in Jalalabad city， Afghanistan
◎ BawarMohammad Jamal（立命館大学），橋本征二（立命館大学）

B P2-096
(E1-20)

全日本学生フォーミュラ大会参加車両の環境影響評価
◎越田悠揮（東京都市大学），伊坪徳宏（東京都市大学）

A P2-097
(E1-18)

電気自動車用リチウムイオン電池のリユース及びリサイクルにおける技術選択支援
◎阿部将宜（東京大学），杉山弘和（東京大学），平尾雅彦（東京大学）

B P2-098
(A1-06)

資源消費と大気汚染を考慮した鉄道車両の環境フットプリント
◎岩倉湧也（東京都市大学），伊坪徳宏（東京都市大学）

A P2-099
(E1-17)

自動車の技術変化と素材に着目した資源需要分析
◎松井健裕（東北大学），松八重一代（東北大学），山末英嗣（立命館大学），長坂徹也（東北大学）

B P2-100
トラックの車両重量別の LCA 研究
大井康寛（関東学院大学），冨岡佳祐（関東学院大学），◎佐野慶一郎（関東学院大学），八木田浩史（日
本工業大学），小杉信明（いすゞ自動車）

A P2-101
(E2-15)

国際貿易を考慮した食料消費に関わる淡水資源需給バランスの将来シナリオ評価
◎山口陽平（立命館大学），田村賢人（立命館大学），吉川直樹（立命館大学），橋本征二（立命館大学），
天野耕二（立命館大学）

B P2-102
(D2-03)

家計消費とプラネタリー・バウンダリー：淡水利用について
◎佐々木貴央（立命館大学），本下晶晴（産業技術総合研究所），南斉規介（国立環境研究所），橋本征二（立
命館大学）

A P2-103
(B1-22)

気候変動の適応策を思考した節水トイレの環境影響評価
◎岡崎真優子（東京都市大学），佐々木秀樹（パナソニック株式会社），伊坪徳宏（東京都市大学）

B P2-104
(B1-23)

逆浸透法を用いた海水淡水化施設の環境影響評価
◎黒川賢治（東京都市大学），伊坪徳宏（東京都市大学），小関康雄（東京都市大学），大熊那夫紀（一般
財団法人造水促進センター），杉本和明（一般財団法人造水促進センター）

A P2-105
(C2-08)

環境・社会側面を対象とした日本版ホットスポット分析手法の開発と活用
◎一杉佑貴（東京都市大学），村主さとみ（東京都市大学），鈴木春生（東京都市大学），藤井千陽（国立
研究開発法人 産業技術総合研究所），田原聖隆（国立研究開発法人 産業技術総合研究所），近藤康之（早
稲田大学），伊坪徳宏（東京都市大学）

B P2-106 地方自治体の森林管理方法の評価
◎鶴田将貴（工学院大学），稲葉敦（工学院大学）
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A P2-107
(A1-18)

生産資源の安定的供給に向けたクリティカリティ評価手法の構築
◎中駄将人（東京大学），醍醐市朗（東京大学），後藤芳一（東京大学），畑山博樹（国立研究開発法人 産
業技術総合研究所）

B P2-108

海外インベントリデータの簡易推計手法の構築
IDEA への反映
◎小林謙介（県立広島大学），中野裕貴（県立広島大学），中井健士郎（県立広島大学），藤井千陽（産業
技術総合研究所），横田真輝（産業技術総合研究所），田原聖隆（産業技術総合研究所）

A P2-109
(E2-02)

樹種別を考慮した木材のインベントリデータベースの開発
◎土屋成（東京都市大学），伊坪徳宏（東京都市大学）

B P2-110

広島県内市町村における森林資源の利用状況と将来資源量の検討
県北部自治体におけるケーススタディー
◎若林國久（県立広島大学），坂神槙一（県立広島大学），山本綾香（県立広島大学），小林謙介（県立広
島大学）

A P2-111
(E3-08)

提供サービスに基づいた物質ストック変遷の分析
◎河村洋佑（東京大学大学院），醍醐市朗（東京大学大学院），後藤芳一（東京大学大学院）

B P2-112
将来の木材需要を考慮した森林資源量の試算
◎山本綾香（県立広島大学），坂神槙一（県立広島大学），若林國久（県立広島大学），小林謙介（県立広
島大学）

A P2-113
インベントリ分析における評価精度向上に関する検討
IDEA Ver.2 を用いた住宅における多様な環境負荷物質の誤差分析試算
◎恒川智美（県立広島大学），小林謙介（県立広島大学），田原聖隆（産業技術総合研究所）

B P2-114 近年の木材パルプ平均使用回数の推計
◎肖瀚（立命館大学），橋本征二（立命館大学）

A P2-115 京都産材を用いた木製治山ダムによる環境保全・地域活性化の効果検証
◎長井翔太朗（立命館大学），橋本征二（立命館大学）

B P2-116
(C3-01)

産業連関分析を活用した組織の環境フットプリント評価手法の開発
◎村主さとみ（東京都市大学），一杉佑貴（東京都市大学），田原聖隆（国立研究開発法人 産業技術総合
研究所），近藤康之（早稲田大学），伊坪徳宏（東京都市大学）

A P2-117
工学院大学生協の Scope3
◎松本奈々（工学院大学），高野須悠人（工学院大学， e.s.feed 株式会社），稲葉敦（工学院大学），田中浩
二（e.s.feed 株式会社）

B P2-118
Scope3 から組織の LCA への展開ツールの開発
◎山田要（工学院大学），稲葉敦（工学院大学），本下晶晴（国立研究開発法人産業技術総合研究所），田
原聖隆（国立研究開発法人産業技術総合研究所）

A P2-119
工学院大学の SCOPE3
◎高野須悠人（工学院大学），松本奈々（工学院大学），田中浩二（e.s.feed 株式会社），稲葉敦（工学院大
学）

AB P2-SCN
日本 LCA 学会学生交流ネットワーク 2016 年度活動報告
◎江口昌伍（九州大学），横井崚佑（東京大学），田髙初奈（横浜国立大学），伊藤亮太（横浜国立大学），
一杉佑貴（東京都市大学），高柳達（立命館大学）
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新バージョンのご案内

最新の国内 データを豊富に搭載した
高機能な ソフト

（みるか）
がバージョンアップします
（ 年 月リリース予定）

の特徴
 マウスによる直感的な操作で製品システムをモデル化し、ケーススタディの実施が可能
 環境影響評価手法として を超える環境負荷物質を対象とした を搭載し、様々な視点
からの評価が可能

 これらの手法にて算定した結果を棒グラフや円グラフ等で分かりやすく表示

 は、ライフサイクルアセスメント（ ）実施を支援するソフトです。産業技術総合研究所と が共同開発した新
データベース（ ）と日本版被害算定型影響評価手法（ ）などを搭載することで、国内の実態に即した
をより簡便に実施できます。

の改良点
インストール・操作の安定性向上！
算定スピードの向上！
将来の特性化係数拡充などへの対応体制が充実！
国内最大規模の データベース、 を初期搭載！

一般社団法人産業環境管理協会 事業室

：
：

◆お問合せ先

の価格は初期費用のみになります。
（更新利用料はありません）
現行版（ ）のユーザーを含め、

は新規購入が必要です。
◆ の詳細情報

ソフトウェア名 MiLCAv1 MiLCAv2
搭載LCAデータベース IDEAv1 IDEAv2（2016年リリース）
搭載影響評価手法 LIME2、T-E2A、TMR、海外主要特性化モデルを搭載。 

（現行）
の取扱いは下記の

予定になります。
年 月末：新規販売終了
年 月末：使用終了

データベース部分のみの先行販売を
開始しました。

ライセンスをご購入済の方は、
購入時に当該料金を割引します。
◆ の詳細情報



 
 
 

TCO2株式会社 
URL: http:// IDEA-LCA .com/ 

Email: IDEA@tco2.com 
TEL: 03-6272-6814（受付時間 平日 10:00～17:00） 

IDEA v2  
Excel 版、SimaPro版 好評販売中 
 
高い網羅性と解像度 
 

 

IDEA V2 は日本国内のほぼ全ての事業の経
済活動を網羅的にカバーし、日本標準商品
分類を元にした 以上のプロセスからな
る、高い解像度を誇ります。つまり、IDEAをバ
ックグラウンドデータベースとして用いた場合、特
定の二次データを探索して、該当する製品が
なにかしら存在する（国内の一部サービスや、
国内で生産されない製品は除く）ことになりま
す。

 
SimaProでのネットワーク表示例 

幅広い影響領域 
 

 

従来から IDEAが対象としていた環境影響領
域の地球温暖化、酸性化、鉱物・化石資源
消費等に加え、バージョン２からは、水資源、
土地利用等に関する基本フローが加わり、
LCAで対象とする主要影響領域を広くカバー
しています。 

 
Excelでの表示例 

 
提供形式 
 

 

IDEA v2 は、現在、上流遡及を行い原単位化した Excel版と、LCAソフトウエア SimaPro上でお互
いにリンクした単位プロセス型のデータベースの両方の形てご利用いただけます。他のソフトウエアやフォー
マットについても順次対応を進めています。 
 

  
 
 




